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3 月のタイ経済の成長は鈍化傾向 
 

 

 

 2024 年 3 月のタイ経済情報 

タイ中央銀行が発表した2024年3月の重要な経済指標によると、タイ経済の成長は鈍化しまし

た。観光業以外の全ての経済部門の成長が前年同月比減少となっています。 

3月の民間消費は前年同月比0.6％減となり、前月のプラス成長からマイナス成長に転じまし

た。その主な要因は個人所得税控除を認める買い物振興策「イージーＥ―レシート」の終了や

ローン審査厳格化の影響によります。 

一方で、民間投資は前年同月比1.5％減になりました。商用車の販売が弱含み、資本財の輸入

と建設投資も不振でした。 

タイ経済の動向 

2024 年 5月号 

 

要点 
 

・ 2024 年 3 月のタイ経済の成長は鈍化しました。観光業以外のすべての経済部門の成長が前年同

月比減少となっています。 

・ 2024年 4月のヘッドライン・インフレ率は、前年同月比0.19％低下し、マイナス成長からプラ

ス成長に転じました。昨年実施されたタイ政府のエネルギー政策で電気代が低く抑えられてお

り、今年は上昇基調にあったほか、酷暑の中で生鮮食品・果物の価格が上昇しています。一方

で、振れ幅の大きい生鮮食品とエネルギーを除くコア・インフレ率は、前年同月比 0.37％上昇

で、前月から横ばいでした。 

・ 2024 年の食品廃棄調査によると、タイ人１人当たりの年間食品廃棄（小売りおよび消費段階で

の廃棄）量は世界 77 位の 86 キログラムで、2021 年の前回調査に比べて７キロ増加しました。

世界平均は 79 キログラムで 2021 年比では５キロ増加となっています。 

・ 国連は世界の１人当たりの食品廃棄および食品ロス（収穫後から小売りに至るまでの廃棄）を

2030 年までに半減させる目標を打ち出しており、これにならうとタイは食品廃棄を年間約 300

万トン減らさなくてはなりません。 
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出所: BoT, Ministry of Industry, Ministry of Tourism and Sports 備考： YoY = 前年比; MoM = 前月比
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24年3月 PCI: 

-0.8% MoM, -0.6% YoY

24年3月 PII:  

-1.4% MoM, -1.5% YoY

24年3月 輸出: 
0.5% MoM, -10.2% YoY 

24年3月 外客数: 
-6.9% MoM, 31.4% YoY

24年3月 MPI: 
-2.4% MoM, -5.1% YoY
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3月の輸出は、前年同月比10.2％減の245億米ドルとなりました。外需の低迷や在庫の積み上

がりを背景に低調に推移しています。 

工業生産に関しては、前年同月比5.1％縮小しました。国内需要の低迷で、自動車と建材の生

産が鈍化しました。 

一方で、外国人観光客の伸びが前月比で6.9％減となりました。イスラム教の断食月が始まっ

たことでマレーシアや中東からの観光客が減少しました。中国人も前月に春節連休で増えたた

め、３月は前月比で減少しています。 

 

商務省が発表した2024年4月のヘッドライン・インフレ率は、前年同月比0.19％上昇し、マイ

ナス成長からプラス成長に転じました。昨年に実施されたタイ政府のエネルギー政策で電気代

が低く抑えられており、今年は上昇基調にあったほか、酷暑の中で生鮮食品・果物の価格が上

昇しています。 

一方で、振れ幅の大きい生鮮食品とエネルギーを除くコア・インフレ率は、前年同月比

0.37％上昇で、前月から横ばいでした。 

食品・飲料部門は0.28％上昇しました。果物・野菜は4.77％、卵・乳製品は2.64％、それぞ

れ上昇しましたが、肉・魚は5.05％の下落となっています。一方で、非食品・飲料部門は

0.12％の上昇となりました。 

タイ人の食品廃棄、世界 77 位の年間 86 キロ 

 

 

国連環境計画（UNEP）が先頃発表した食品廃棄に関するリポート「食品廃棄指標報告2024」

によると、タイ人１人当たりの年間食品廃棄（小売りおよび消費段階での廃棄）量は世界77位

の86キログラムで、2021年の前回調査に比べて７キロ増加しました。世界平均は79キログラム

で2021年比では５キロ増加となっています。 

国連は世界の１人当たりの食品廃棄および食品ロス（収穫後から小売りに至るまでの廃棄）

を2030年までに半減させる目標を打ち出しており、これにならうとタイは食品廃棄を年間約300

万トン減らさなくてはなりません。 

カシコンリサーチセンターは、この目標の達成に向け、主に民間企業が中心となって食品廃

棄物を利用したバイオマス発電、持続可能な航空燃料（SAF）の生産、肥料としての利用などを

推進していく必要があると考えます。 

            監修：カシコンリサーチセンター 
 

 

本資料は情報提供を唯一の目的としており、ビジネスの判断材料とするものではありません。掲載されている分

析・予測等は、資料制作時点のものであり、今後予告なしに変更されることがあります。また、予測の妥当性や

正確性が保証されるものでもありませんし、商業ないし何らかの行動の為に採用することから発生した損害の責

任を取れるものでもありません。本資料の予測・分析の妥当性等は、独自でご判断ください。 

-5.0

-3.0

-1.0

1.0

3.0

5.0

Apr-23 Jul-23 Oct-23 Jan-24 Apr-24

% YoY インフレ

ヘッドライン・インフレ コア・インフレ

出所： MoC, KResearch

0.37% YoY, 0.05% MoM

0.19% YoY, 0.85% MoM
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0.28% YoY, 1.19% MoM

0.12% YoY, 0.61% MoM


